
2024/25年課題に向けての企画・提案

copy right NPO ESCOT all reserved.

＊モーダルシフト：鉄道、内航船等の検討とB/Ⅼ発行

＊国内輸送との連携輸送：復路での空コンテナ活用

＊フリータイム切れ対策：船社指定の中継拠点活用

＊その他、新餌の研究、カーボンクレジット、QR活用

NPO法人エスコット
〒277-0011 千葉県柏市東上町4-17

連絡先：080-4365-0861
https://www.npo-escot.org
ser.Kashiwa@gmail.com
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モーダルシフト：鉄道、内航船等の検討とB/Ⅼ発行

copy right NPO ESCOT all reserved.

概要：
JR貨物盛岡デポ/地方港活用検討、仙台、酒田、小名浜港

期待効果：
①該当輸送区間のトラック輸送とCO２削減
②ディテンション、デマレージ延長：船社の実質払い額低減
③トラック輸送区間の短縮によるドライバー不足対策

アクション：
①船社に盛岡、仙台B/Lでの見積もりの追加要求

課題：
①ショートドレーコストの発生とコスト増の可能性
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国内輸送との連携輸送：復路での空コンテナ活用
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概要：
①周辺荷主を巻き込んだラウンド輸送構築
②JR盛岡⇒JR東京ターミナル間で内貨輸送定期便の実証試験
＊上り下り双方向で必ず空コンテナが発生し、トランスロード作業可能

期待効果：
①物流コスト削減
②CO2削減＝持続可能性向上

アクション：
①周辺のエリアごとの物流情報収集と連携体制構築
②コンテナ活用における条件確認＝ハンドリングの相違点等

課題：
①車上渡し条件に対する理解と対策＝パレタイズ、キャスター付きラックでの固縛法開発
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フリータイム切れ対策：船社指定の中継拠点活用
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概要：
①船社指定インランドデポ活用
＊福島県：大竹運送/山形県：ヤマラク運輸/宮城県：アオバラ運輸等
＊中継デポ：茨城県：吉田運送/栃木県：佐野インランドポート等

期待効果：
①バッファー機能/ドライバー時短
②空バン返却距離の大幅短縮＊京浜返し⇒仙台港返しに変更等

アクション：
①船社の拠点における過不足状況を把握
②インランド・デポとの情報交換
③物流資源のシェア＊みちのくアライアンス等

課題：
①中継の場合コストアップになる可能性あり
②全船社別の対応が必要
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その他、新餌の研究、カーボンクレジット、QR活用
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概要：
①代替餌の積極的な検討
②CO2削減量の販売
③QRコード営業の導入

期待効果：
①持続可能性向上
②新たな収入源とCSR戦略
③新たな営業手法

アクション：
①海藻等の検討：ホンダワラ（＝ミネラル豊富）、カジメの飼料化検証
②コンテナ・ラウンド・ユースは既にｊ－クレジットに登録済み
③タクシー方式での空車活用検証

課題：
①漁協等との調整が必要
②認証作業の可視化
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copy right NPO ESCOT all reserved. 出典：日本農業新聞

出典：沖縄タイムス

新餌の研究：ホンダワラは毎年大量漂着
北海道では実証試験
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copy right NPO ESCOT all reserved.
出典：住友アグリビジネス㈱

新餌の研究：海藻の塩分も活用
脱塩しなければ乾燥のみ
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カーボンクレジット：コンテナ・ラウンド・ユースはj－クレジットに登録済
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カーボンクレジット：NPOエスコットでは第３者認証システム
「CORCS:コルクス」を運用しています。
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空走行を示すグリーンQRパネルを後方にマグネット貼り付ける。
＊実写中は取り外す。

記載例：
QRマッチング・システム、空荷走行中で荷受け可能です。東北運送株式会社、
080-1111-1111、移動先：東京都大井
タイプ：40ft背高コンテナ、ナンバー：東北00-11、
問い合わせ連絡先：https://npo-escot.org/qrsys/

直接コンタクトし詳細打ち合わせを実施

QR活用：仕組みさえ解ればすぐに導入可能
初期コストはパネル代のみ
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NPOエスコットの最新活動：波動式湧昇ポンプ開発

＜海洋プランクトン増によるCO2回収、水産資源増、台風制御プロジェク＞
https://readyfor.jp/projects/escot
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ご清聴ありがとうございます。
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